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酸性ないしは低 値下での摩耗性負荷は、鋼板に他では見られないほどの損

傷を与えます。また、上記のような腐食環境でなくても水との接触があるこ

とで腐食性摩耗が発生する場合があります。

は、腐食摩耗の分野を数年間研究し、こうした環境によ

り適した新しいグレードの耐摩耗鋼板を開発しました。

には、ダンプカーやトレーラーボディーの腐食

性摩耗に対抗出来るという利点があります。

鉱物や木材チップ等の負荷は特に雨や湿度に暴露されると酸

性環境を作り出します。これにより従来式の耐摩耗鋼板では

消耗が早くなります。

なら耐腐食性および耐摩耗性に優れ、より薄い

鋼の使用が可能になり、軽量化と長寿命を実現できます。ボ

ディーを軽量化は、トラックのオペレーターへの費用効果が

高く、環境への影響が少なくなります。

は、硬度、降伏強度、靭性などにおいては

と同様に優れた機械的特性を提供します。違い

は、 がどのように腐食摩耗に対処するかです。

値が下がると通常とは異なった摩耗メカニズムが生じ始

め、必ずしも鋼板の硬さが機械の長寿命化につながるとは限

りません。 は、通常の摩耗環境では

鋼と同じように機能します。より低い 値下では、

鋼と比較して最大 倍まで耐用年数を延ばすことが可能です。

下記テストデータは を低い 値および様々な

研磨物を使用しての耐摩耗鋼板（ 及び ）と

ステンレス鋼と比較データです。結果として、

は ステンレス（ ）鋼と比べても約 長寿命との

結果が示されました。

また、 は構造用鋼としても機能する優れた

靭性を有しており、 で で の衝

撃吸収率が保証されています。以下の寸法プログラムに

従って、 の板厚範囲で入手可能で

す。 は、他の グレードで使用され

ているのと同じ機械加工が可能であり、また曲げ特性に

関しては と同等です。

「水、砂、粘土に曝される木材や樹皮を扱う環境

下での寿命比較」
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